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●
災
害
時
の
損
失
を
補
て
ん
す
る
こ
と
で
、安
定

的
に
継
続
し
た
農
業
経
営
を
支
援
す
る
機
能

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

●
水
稲
や
果
樹
な
ど
の
農
作
物
の
場
合
、す
べ
て

の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
補
償
す
る
他
、

病
虫
害
や
鳥
獣
害
も
補
償
す
る
な
ど
、基
本

的
に
は
オ
ー
ル
リ
ス
ク
制
の
保
険
で
す
。

●
家
畜
の
場
合
は
、死
亡
や
廃
用
の
他
、病
気
や

け
が
な
ど
の
治
療
費
も
対
象
と
し
て
お
支
払

い
し
ま
す
。

●
農
業
者
が
所
有
す
る
園
芸
施
設
や
建
物
、農

機
具
の
自
然
災
害
な
ど
を
補
償
し
ま
す
。

　
●
青
色
申
告
を
す
る
農
業
者（
個
人
、法
人
）を

対
象
に
、自
ら
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売
収

入
に
１
割
を
超
え
た
収
入
減
少
が
発
生
し
た

際
、保
険
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
、

あ
ら
ゆ
る
原
因
で
の
収
入
減
少
が
補
償
の
対

象
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
香
川
で
は
、２
０
１
３
年
４
月
に
県
１
組

合
と
な
り
、さ
ら
な
る
組
織
体
制
強
化
と
業
務
の
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。事
業
運
営
基
盤
を
強
化
さ

せ
、農
業
保
険
制
度
の
機
能
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

的
に
発
揮
さ
れ
る
運
営
に
、今
後
も
努
力
し
ま
す
。

　
農
業
保
険
制
度
を
実
施
す
る
N
O
S
A
I
団
体
は
、

組
合
員
の
代
表
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
を
支
え
る

安
心
の
制
度

農
業
収
入
を
総
合
的
に
補
償

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ（
の
ー
さ
い
）は
、１
９
４
７
年
に
施

行
さ
れ
た
農
業
災
害
補
償
法
と
い
う
法
律
に
基
づ

い
て
７０
年
間
に
わ
た
り
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。２
０
１
８
年
４
月
か
ら
は
、「
農
業
保
険
制
度
」

を
実
施
す
る
事
業
主
体
と
し
て
始
動
し
、こ
れ
ま

で
の
農
業
災
害
対
策
と
し
て
の
農
業
共
済
事
業

に
収
入
保
険
事
業
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
農
業
経
営
安
定
の
た
め
、農
業
保
険
制
度
を
確

立
す
る
こ
と
で
農
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ

と
」を
目
的
に
、国
も
一
緒
に
な
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

農
家
が
負
担
す
べ
き
共
済
掛
金
や
保
険
料
、積

立
金
の
一
部
と
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
事
業
を
運

営
す
る
た
め
の
主
な
経
費
は
、国
が
財
政
負
担
を

し
て
い
ま
す（
建
物
共
済
や
農
機
具
共
済
の
任
意

共
済
以
外
）。ま
た
、大
き
な
被
害
が
生
じ
た
際
、

全
国
的
な
危
険
分
散
を
図
る
た
め
、再
保
険
も

担
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
災
害
対
策
の
一
環
と
し
て
政
策
的
な
視
点

か
ら
つ
く
ら
れ
た
農
業
保
険
制
度
は
、全
国
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
で
は
、農
業
者
の
経
営
を
守

る
と
い
う
本
来
業
務
の
他
、被
害
の
発
生
を
抑
止

す
る
目
的
で
損
害
防
止
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

農
業
共
済
事
業
と
収
入
保
険
事
業
、そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
は
次
の
と
お
り
で
す
。

組
織
の
仕
組
み

役　

割

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
築
く

安
心
の
未
来

国
が
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

損
害
防
止
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す

全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

23 1

組織図

農
業
共
済
事
業

収
入
保
険
事
業

組合員全員の会合を総会と
いいます。しかし組合員は多
数で、総会を開催することは
困難なため、組合員の代表に
よる総代会が開催されます。

加入農家
（組合員）

共済関係
（農家と組合との関係）

保険関係
（組合と国との関係）

組　合

政　府
（再保険特別会計）

掛
金
の
一
部
負
担

共済掛金 共
済
関
係

保
険
関
係

保険料

共済金

保険金

共
済
事
業
を
行
う
た
め
の
事
務
費
負
担

収入保険は品目の枠にとらわれずに、農業経営者ご
との収入全体を見て、総合的に対応できる事業で、
農業者の経営努力では避けられない収入減少を補
てんします。

農業共済事業

農業者

組  合

保
険
料
積
立
金
の
一
部
負
担

保険料・
積立金

保険金・
特約補てん金

事務委託

加入申請など
窓口業務

再保険

国 庫
¥ 国 庫

¥

事
業
を
行
う
た
め
の
事
務
費
負
担

収入保険事業

全国農業共済
組合連合会
（全国連）

政　府

農
家
が
組
合
に
加
入
を
申
し
込
む
こ
と
で
生
じ
る
権
利

義
務
の
関
係
を
い
い
ま
す
。共
済
に
加
入
す
る
と
農
家

は
一
定
の
約
束
で
共
済
金
の
支
払
い
を
受
け
る
権
利
を

持
ち
ま
す
が
、掛
金
の
払
い
込
み
、通
常
の
肥
培
管
理
、

損
害
通
知
、異
動
通
知
な
ど
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

農
業
災
害
は
広
範
囲
に

及
ぶ
こ
と
が
多
く
、確
実

で
十
分
な
補
償
を
行
う

た
め
、国
に
保
険
を
か
け

る
関
係
を
い
い
ま
す
。

組合員
（農家）

総  代
（総代会）

組合長
（理事会）

（参事）
職  員共済部長

意思決定

執　行
監  事
（監事会）

監　査
損害評価会
委員

（損害評価会）

損害評価諮問

事　務協力関係

損害評価員

損害評価機関

農 業 保 険 制 度
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収
入
保
険

全ての農産物
農業者自ら生産した農作物の
販売収入全体

青色申告をする農業者の過去５年
間の平均収入が基本となります。
掛け捨ての保険方式と、掛け捨て
にならない積立方式を組み合わ
せます。

保険方式の補償割合は50～
80％の中から、積立方式は
５％、10％で選択加入。支払率
はどの方式も50～90％で選
択できます。

保険料は50％、
積立金は75％を
国が負担します。

農業者の経営努力では避けられ
ないあらゆる原因による収入減
少が対象です。

安心を届けます
農
作
物
共
済

家
畜
共
済

果
樹
共
済

畑
作
物
共
済

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

農
機
具
共
済

水稲

麦

　水稲と麦の耕作面積が10㌃以
上であることが要件です。耕作
する全ての耕地を加入しなけ
ればなりません。

一筆方式 
半相殺方式 
全相殺方式 
地域インデックス方式
品質方式 
災害収入共済方式 

国と農家で負担し、
国はおおむね
50％を負担します。

風水害、土壌湿潤害といった気
象上の原因による災害のほか、
病害、虫害、獣害など。

【死亡廃用共済】
成牛、子牛等、馬、
種豚、肉豚
【疾病傷害共済】
成牛、子牛、馬、種豚

包括共済家畜区分では、加入資
格のあるものは全頭加入しな
ければなりません。

【死亡廃用共済】期首に年間の
飼養計画を申告し、期末に共済
掛金を調整します。
【疾病傷害共済】期首の飼養頭数
を基に、組合員が申し出た金額です。

国と農家で負担し、
牛と馬は50％、豚は40％を
国が負担します。

　【死亡廃用共済】
死亡、廃用
【疾病傷害共済】
疾病、傷害

【収穫共済】うんしゅうみかん、
いよかん、指定かんきつ、
ぶどう、もも、なし、かき、
くり、キウイフルーツ
【樹体共済】キウイフルーツ

　
加入資格のある樹種ごとに栽
培する全ての園地を加入しな
ければなりません。

【収穫共済】 
半相殺方式 
樹園地単位方式
地域インデックス方式 
災害収入共済方式 

　

国と農家で負担し、
国が50％を負担します。

【収穫共済】風水害、干害など気
象上の原因による災害のほか、
病害、鳥害、獣害など。
【樹体共済】風水害、病害などに
よる樹体の損害が対象です。

大豆

茶（一番茶に限る） 

大豆は白大豆、黒大豆ごとに５
㌃以上、茶は５㌃以上栽培して
いることが要件です。栽培する
全ての耕地を加入しなければ
なりません。

一筆方式 
半相殺方式 
全相殺方式 
災害収入共済方式
地域インデックス方式

　

国と農家で負担し、
国が５５％を負担します。

風水害、土壌湿潤害など気象上
の原因による災害のほか、病
害、虫害、獣害など。

特定園芸施設
付帯施設
施設内農作物
撤去費用額
復旧費用額

　

ハウスの設置面積の合計が2㌃
以上が対象です。

　 
加入する特定園芸施設ごとに、
共済価額の80％が限度です。 

　国と農家で負担し、
国が50％を負担します。
ただし、復旧費用に
国の負担はありません。

風水害、雪害など気象上の原因
による災害のほか、病害、虫害、
獣害など。

建物とその建物に
収容されている家具類、
農機具など

トラクター、コンバイン、
田植機などの農業用機械

組合の区域内に住所があり、
農業に従事している方が加入
できます。

家具類なども含め建物１棟当た
り火災共済は６,０００万円、総合
共済は4,０００万円まで加入で
きます。併せて加入する場合
は、1億円が限度です。 

国の負担はありません。

【火災共済】火災、落雷、建物外部
からの物体の衝突、盗難によって
生じたき損、汚損など。
【総合共済】上記に加えて、風水
害、地震などの自然災害です。

組合の区域内に住所があり、
農業に従事している方が加入
できます。

農機具１台ごとに、新調達価額
の範囲内で２,０００万円まで加
入できます。

国の負担はありません。

　火災、落雷、盗難および衝突、
接触、転覆などの稼動中の事故
です。自然災害（地震、津波は除
く）も対象です。

農家経営を支援します

▶ 獣害防護器具購入助成

損害防止事業

農作物などの被害の軽減と、農家経営の
安定、地域農業の維持振興を目的に、毎
年、損害防止活動に取り組んでいます。
今年度も引き続き支援しますのでぜひ、
ご活用ください。

・電気柵などの設置助成
・ネットなどの設置助成
・金網柵などの設置助成
・地域で鳥獣害防止対策に取り組む場合の助成

▶ 削蹄奨励金の交付
家畜共済加入者で、削蹄をされた方が対象
です。

▶ 飼養管理指導の実施
病気の発生状況や家畜の血液検査などの結
果から、獣医師が飼養管理の助言をします。

▶ 損害防止器具の無料貸し出し
自走式動力噴霧器セットなど

　上記三つの助成対象者は、農作物、家畜、果
樹、畑作物、園芸施設共済、収入保険加入者とそ
のご家族です。加入している農地、園地の鳥獣
被害を防止することが基本です。
　それぞれ交付条件、補助金限度額が異なりま
す。また、獣害防護器具等の購入助成を受ける
場合は、購入前に助成申請書の提出が必要です。

詳しくは各支所にお問い合わせください。

▶ 捕獲用箱わな・
　電子防鳥器購入助成
助成台数は、組合員当たり２台以内です。

▶ わな猟、第一種銃猟狩猟者
　登録経費助成
わな猟および第一種銃猟狩猟者登録時にか
かる狩猟税を助成します。（ただし、有害鳥獣
捕獲許可登録者に限ります。）

NOSAI香川では、７つの共済事業と収入保険事業を実施しています。水稲や麦、家畜、果樹、畑作物など
の農畜産物から園芸施設や建物、農機具などの大切な財産まで広く補償します。

掛金加入方式・方法加入基準対象となる災害・事故加入対象事業の種類

掛金の国庫負担加入方式・方法加入基準対象となる損害加入対象事業の種類

共
済
事
業

収
入
保
険
事
業

45 かがわ 2019.5  vol.37かがわ 2019.5  vol.37



獣害対策
　

２
０
１
９
年
３
月
28
日
に
第
11
回
臨

時
総
代
会
を
開
催
し
、提
出
し
た
全
議

案
、原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
第
１
号
議
案
》香
川
県
農
業
共
済
組

合
定
款
の
一
部
変
更
の
承
認
に
つ
い
て

　
組
合
員
の
脱
退
に
関
す
る
内
容
変
更

《
第
２
号
議
案
》香
川
県
農
業
共
済
組

合
事
業
規
程
の
一
部
改
正
の
承
認
に

つ
い
て

　
共
済
関
係
の
成
立
な
ど
の
内
容
を
新
設
、

　
変
更

《
第
３
号
議
案
》香
川
県
農
業
共
済
組

合
実
施
体
制
の
改
善
計
画
の
承
認
に

つ
い
て

　

役
員
体
制
の
見
直
し
や
業
務
収
支
の
健

　
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

《
第
４
号
議
案
》家
畜
共
済
勘
定
の
法

定
積
立
金
及
び
特
別
積
立
金
の
家
畜
診

療
所
勘
定
へ
の
繰
り
入
れ
に
お
け
る
算

定
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

　
２
０
１
９
年
度
に
限
っ
た
算
定
方
法

《
第
５
号
議
案
》園
芸
施
設
共
済
に
お

け
る
賦
課
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

　
被
覆
期
間
割
合
の
適
用

《
第
6
号
議
案
》園
芸
施
設
共
済
危
険

段
階
別
基
準
共
済
掛
金
率
設
定
方
法
の

承
認
に
つ
い
て

　
損
害
率
の
再
設
定

《
第
7
号
議
案
》職
員
給
与
規
則
の
一

部
改
正
の
承
認
に
つ
い
て

　
管
理
職
手
当
て
の
減
額

《
第
8
号
議
案
》附
帯
決
議

　
軽
微
な
修
正
事
項
の
理
事
会
一
任

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

（
４
月
１
日
付
）

　

本
所・藤
原
翔
太
、米
谷
朋
恵
▽
東
部

支
所・中
村
紀
夫
▽
仲
多
度
支
所・松
原

直
樹
▽
三
豊
支
所・岡
田
俊
樹
、細
川
祐

子
▽
中
部
家
畜
診
療
所・中
恵
唯

「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

（
３
月
３１
日
付
）

　

小
亀
良
樹（
中
讃
支
所
第
二
事
業
課

長
）▽※

岡
崎
守（
仲
多
度
支
所
第
一
事
業

課
課
長
補
佐
）▽
高
橋
啓
二（
三
豊
支
所

長
）▽※

清
水
詩
郎（
同
支
所
第
一
事
業
課

課
長
補
佐
）▽
松
添
寛
之（
中
讃
支
所
第

一
事
業
課
係
長
）▽
吉
田
真
紀
子（
本
所

事
業
部
家
畜
課
係
）

※

は
４
月
１
日
付
で
継
続
雇
用

　

前
号
に
引
き
続
き
、シ
カ
対
策
の
お

話
を
し
ま
す
。

　

シ
カ
対
策
は
、①
捕
獲
対
策（
わ
な

や
銃
で
捕
獲
）　
②
侵
入
防
止
対
策（
電

気
柵
や
ワ
イ
ヤ
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
で
、

田
畑
や
集
落
へ
の
侵
入
防
止
）　
③
集
落

に
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く
り（
餌
と

な
る
不
要
な
果
樹
や
野
菜
の
除
去
、隠

れ
場
所
と
な
る
耕
作
放
棄
地
や
放
棄

竹
林
の
刈
り
払
い
等
）―

の
三
つ
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
と
、「
ん
っ
、

ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
な
」と

思
っ
た
人
は
、ご
明
察
。イ
ノ
シ
シ
の
被

害
対
策
と
同
じ
で
す
。

　

既
に
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
る
地
域
で
は
、少
し
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、シ
カ
に
対
応
さ
せ
れ

ば
い
い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、イ
ノ
シ
シ

と
は
食
性
や
能
力
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、注
意
も
必
要
で
す
。

　

シ
カ
は
草
食
で
、植
物
質
し
か
食
べ

ま
せ
ん
。餌
の
乏
し
い
冬
場
は
、柔
ら

か
い
青
草
を
求
め
農
地
に
出
没
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
あ
ぜ
の
雑
草
も
含

め
、食
べ
ら
れ
な
い
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、ジ
ャ
ン
プ
力
に
優
れ
、危
険
な

目
に
遭
っ
た
と
き
は
２
㍍
く
ら
い
の
障

害
物
は
飛
び
越
え
て
い
き
ま
す
。そ
の

た
め
、侵
入
防
止
柵
も
高
さ
２
㍍
以
上

を
基
本
と
し
ま
す
。目
合
い
も
15
㌢
以

下
を
使
わ
な
い
と
、マ
ス
目
を
広
げ
て

侵
入
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
三
野
勝
道
＝
香
川
県
農
政
水
産
部
農
業

経
営
課
副
主
幹
）

９日

10日
15日
27日
29日

役員候補者推薦会議
損害評価会かんきつ部会
損害評価会麦見回り調査
余裕金運用管理委員会、第１回理事会
第７回通常総代会
正副組合長・代表監事互選会

３日
11日

損害評価会全体会
もも現地研修会

▼
新
規
採
用
職
員

▼
退
職

からの
お知らせ

組合の主な動き

5月

6月

議長を務める 岩橋 勝総代

議案を審議する総代シカの金属柵設置イメージ

ジ
ャ
ン
プ
力
に
対
応

柵
は
２
㍍
以
上

　簿記の中でよく分からないとおっしゃる方が多いの
が、「減価償却」です。
　減価償却とは、取得金額を取得時に全額ではなく、使
用可能期間にわたり経費とする手続きです。
　この減価償却の方法として、一般的なものに「定額
法」と「定率法」とがあります。
　原則として、定額法は償却費が毎年同額となる方法
で、定率法は初めの年ほど多く、時が経つにつれ減少す
る方法です。
　では、どちらが有利なのでしょうか？
　ちなみに、現在、新規取得する建物・建物附属設備・構
築物・無形固定資産に関しては、定額法のみしか認めら
れていません。
　結論としては、最終的な償却額は、定額法でも定

率法でも変わりません。
　ただし、定率法の方が購入初年度に減価償却費を多く
計上できるため、所得税率は所得が増えると上がること
を考慮すると、年度によっては節税になることもあると
思います。
　また、一般的に、定率法の方が早いタイミングで経費
にでき、換言すれば、早めに税金を減らすことができ、資
金繰りが楽になると考える経営者、個人事業主が多いと
感じます。
　なお、個人事業主の場合、何も届出をしなければ自動
的に定額法となりますので、定率法を使いたい方は届出
をしましょう。

定率法と定額法はどちらが有利か

「青色専従者給与はいくらにすればよいのか」

「水稲の病虫害対策」の予定です。

基礎知識
確定申告

くにむら みのる國村 年 ＝ 國村公認会計士事務所、高松市木太町

次号のテーマは

次号は

67 かがわ 2019.5  vol.37かがわ 2019.5  vol.37

7.5m以下

フ
ェ
ン
ス
高
さ
2
〜
2･

5
ｍ

第
11
回
臨
時
総
代
会

果
樹
・
大
豆
共
済

共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

人
事
異
動

提
出
議
案

かき共済

４９戸

3,687,650円

2019年２月２８日

支払戸数

支払共済金

支払日

大豆共済

４0戸

1,366,511円

2019年3月8日

支払戸数

支払共済金

支払日



女性が明るく活躍できる職場を目指す上原さん（写真後列右から２人目）

出荷調整作業をしやすいよう机に収穫籠が直接
入るように穴をあける工夫も凝らす

ハウス内には化粧台とバスルームを完備し、
女性に配慮する

　
２
０
１
８
年
４
月
に
独
立
就
農
し
、新
設

し
た
１８
㌃
の
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
品
種『
さ
ぬ

き
ひ
め
』の
初
シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
切
っ
て
い

る
上
原
志
織
さ
ん
。「
絶
対
に
失
敗
し
な
い

自
信
を
持
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、完

璧
に
は
い
き
ま
せ
ん
ね
」と
話
す
。

　
上
原
さ
ん
を
支
え
る
の
は
、香
川
県
立
農

業
大
学
校
に
通
い
な
が
ら
の
２
年
間
と
卒

業
後
の
２
年
間
で
栽
培
技
術
を
徹
底
的
に

教
え
て
く
れ
た
、有
限
会
社
Ｓ
Ｓ
Ｋ（
同
町
）

の
佐
々
木
等
社
長
だ
。

　
「
佐
々
木
社
長
は
私
に
農
業
の
楽
し
さ
を

教
え
て
く
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
人
。尊

敬
す
る
師
匠
で
す
」と
話
す
。

　
指
導
し
て
き
た
佐
々
木
社
長
は「
研
修
だ

け
で
な
く
就
職
し
て
ま
で
学
ぼ
う
と
い
う

熱
意
は
本
物
。私
を
踏
み
台
に
す
る
気
持

ち
で
自
分
流
の
農
業
を
作
り
上
げ
、い
い
イ

チ
ゴ
を
生
産
し
て
ほ
し
い
」と
応
援
す
る
。

　

ま
た
、コ
ス
ト
削
減
方
法
や
効
率
化
を

提
案
し
て
く
れ
る
父
親
の
存
在
も
大
き

い
。就
農
以
降
、工
事
日
数
が
限
定
さ
れ
る

補
助
金
な
ど
を
も
ら
わ
ず
、ハ
ウ
ス
本
体
や

施
設
内
設
備
を
整
え
た
。１０
㌃
当
た
り
２

千
万
円
と
い
わ
れ
る
初
期
投
資
を
抑
え
る

た
め
、父
親
の
助
言
で
資
材
を
安
い
時
期
に

購
入
し
、で
き
る
と
こ
ろ
は
家
族
と
作
業
を

し
て
き
た
。

　
イ
チ
ゴ
の
成
長
に
必
要
な
光
や
水
、二
酸

化
炭
素
、温
度
な
ど
を
最
適
に
管
理
し
、光

合
成
を
最
大
化
さ
せ
る
環
境
制
御
を
導

入
。一
般
的
な
ハ
ウ
ス
と
比
べ
、燃
料
を
３

分
の
１
ほ
ど
に
削
減
す
る
。ま
た
、最
先
端

の
養
液
栽
培
シ
ス
テ
ム
で
養
液
や
培
土
を

温
め
、作
物
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
少
な
く
す
る

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
す
。

　
「
反
当
た
り
収
穫
量
は
平
均
３・５
㌧
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、２
倍
ほ
ど
の
収
量
を

見
込
ん
で
い
ま
す
」

　
来
年
を
め
ど
に
法
人
化
を
検
討
中
。

　
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
に
も
慣
れ
、ト
ラ
ク
タ
ー

も
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と

話
す
の
は
、ネ
ギ
を
主
要
作
物
と
す
る
坂
出

市
の
農
業
法
人
に
、２
０
１
７
年
４
月
か
ら

常
勤
社
員
と
し
て
勤
め
る
細
谷
千
恵
さ
ん
。

　

植
物
に
興
味
が
あ
り
大
学
は
農
学
部
へ

進
学
し
、企
業
説
明
会
で
興
味
を
持
っ
た
同

社
へ
就
職
。今
は
作
業
全
般
に
加
え
、施
肥

防
除
、資
材
の
仕
入
れ
、時
間
配
分
な
ど
の

作
業
計
画
も
担
当
す
る
。「
い
つ
も
数
に
関

す
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
す
。思
い
通

り
に
出
荷
で
き
た
達
成
感
は
格
別
で
す
」

　
「
始
め
た
22
歳
当
時
は
携
帯
電
話
が
な
く
、

連
絡
手
段
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
」と
、ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
歴

３８
年
に
な
る
豊
田
敏
計
さ
ん
。２
０
１
６
年

１
月
に
は
１
級
の
免
許
を
取
得
し
、１
㌔
㍗

の
局
を
観
音
寺
市
第
１
号
で
開
局
し
た
。

　
自
宅
の
敷
地
内
に
は
、ほ
ぼ
自
分
で
組
み

立
て
た
３
本
の
鉄
塔
が
そ
び
え
立
つ
。交
信

は
１
日
３
回
以
上
を
目
標
に
し
、８
割
ほ
ど

は
海
外
と
。今
ま
で
７
３
０
０
回
以
上
も
の

交
信
を
し
て
き
た
。「
世
界
中
の
仲
間
と
つ

な
が
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
」

　専業農家だった父の影響を受け、2014年10月に飲
食業界から転職した大野翔平さんは、「すべてが新鮮」
と話す。現在の経営は、ハウスアスパラガス20㌃を主
軸に、ブロッコリー1.2㌶を作付ける。アスパラガスのハ
ウスは、就農と同時に建設。翌年に苗木を定植した。ブ
ロッコリーを組み合わせることで、収益の安定化を狙う。
　マルシェなどの販売イベントにも出品している大野
さん。「業種は変わっても、自分の作ったものを食べて
もらえるという共通の喜びがあります。今は自分の野
菜をおいしいと言ってくれることが、何よりうれしい」と、
消費者との交流を楽しむ。
　就農して以降、経営品目の追加や肥培管理に思い悩
むことも――。そんな時は、地域の先輩農家を頼りにして
いる。「先輩たちの体験談に助けられています。地域に
合った営農は、地域の農家しかわかりませんから」

おお　の しょう へい

綾川町 大野 翔平さん（33）
自分の経営を見つけたい

体
当
た
り
で
学
ぶ

農
業

世
界
と
交
信
す
る

楽
し
み

農家き きい い

坂
出
市
林
田
町

細
谷 

千
恵
さ
ん（
24
）

ほ
そ
　

た
に

ち

え

観
音
寺
市
新
田
町

豊
田 

敏
計
さ
ん（
60
）

と
よ  

た

と
し
　

か
ず

「基礎を固めて、ほかの品目にも挑戦したい」

インドネシアのアマチュア無線協会から
2018年７月に交信回数外国部門で
２位の盾を受賞

高設の養液栽培システムで収穫も楽々「作業は時間との闘いです」

共
済
部
長
歴
4
年
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さ

さ

き
ひ
と
し

ス
タ
ー
ト
１
年 

奮
闘
中

上
原 

志
織
さ
ん（
24
）

三
木
町

う
え 

は
ら

し 

お
り



　
「
農
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、生
活
は
一
変
し
ま
し

た
。大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、楽
し
ん
で
い
ま
す
」

と
話
す
、善
通
寺
市
木
徳
町
の
岡
田
正
清
さ
ん（
36
）。

１
年
間
の
農
業
研
修
を
経
て
、２
０
１
７
年
４
月
に
独

立
。現
在
は
、ハ
ウ
ス
20
㌃
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
の
は
、知
人
の
農
作
業
を
見
て
か
ら
。

「
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」と
、会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
、

休
日
は
水
稲
や
野
菜
農
家
を
訪
ね
、実
際
に
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。「
段
取
り
な
ど
、全
て
自
分
の
思
い
通
り

に
で
き
る
と
こ
ろ
が
合
っ
て
い
ま
す
」。就
農
を
決
意

し
、ミ
ニ
ト
マ
ト
農
家
で
栽
培
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
岡
田
さ
ん
が
栽
培
す
る
品
種
は
、仲
多
度
地
区
で
は

珍
し
い『
小
鈴
』。糖
度
が
高
く
、野
菜
と
い
う
よ
り
フ

ル
ー
ツ
感
覚
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。７
月
に
植

え
付
け
、翌
年
の
６
月
ま
で
収
穫
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
黄
化
葉
巻
病
が
一
部
に

発
生
。病
気
に
対
応
す
る
間
、管
理
が
追
い
付
か
ず
に

伐
採
せ
ざ
る
を
得

な
い
苦
い
経
験
を

し
ま
し
た
。

　
「
当
面
の
目
標

は
、定
植
し
た
数

の
ト
マ
ト
か
ら
最

後
ま
で
収
穫
す
る

こ
と
で
す
」

●
暖
冬
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
、タ
マ
ネ
ギ

が
大
き
く
育
っ
て
い
ま
す
。

（
東
か
が
わ
市
　
男
性
　
51
歳
）

●
土
を
耕
し
て
い
る
と
、モ
ン
ツ
キ（
鳥
）が

近
く
に
寄
っ
て
き
ま
す
。か
わ
い
い
で
す
。

（
土
庄
町
　
女
性
　
７４
歳
）

●
農
業
従
事
者
が
増
え
て
い
ま
す
ね
。若
い

人
も
多
い
で
す
。

（
ま
ん
の
う
町
　
男
性
　
３９
歳
）

●
今
年
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
習
い
始
め
ま
し

た
。頭
と
手
が
う
ま
く
動
か
ず
悪
戦
苦

闘
し
て
い
ま
す
。（
丸
亀
市
　
男
性
　
７４
歳
）

　●
お
う
ち
ご
は
ん
、今
回
も
九
条
ネ
ギ
を

使
っ
て
、早
速
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

（
高
松
市
　
女
性
　
69
歳
）

●
共
済
金
支
払
い
の
お
知
ら
せ
を
見
て
、昨
年

の
豪
雨
や
台
風
被
害
の
大
き
さ
を
改
め
て

思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

（
坂
出
市
　
女
性
　
８７
歳
）

●
土
庄
町
で「
芋
づ
る
の
塔
」を
復
活
し
て
い

る
の
は
、大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
観
音
寺
市
　
男
性
　
６５
歳
）

　

地
域
農
業
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を

担
う
青
年
層
が
組
織
す
る
N
O
S
A
I

香
川
青
年
部
で
は
、新
入
部
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。県
内
６
支
所
そ
れ
ぞ

れ
で
活
動
し
、女
性
農
業
者
の
参
加
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

　

活
動
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
交
流
の

輪
を
広
げ
、香
川
の
農
業
を
盛
り
上
げ

ま
せ
ん
か
。詳
し
く
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各

支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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一緒
に活動しませんか？
青年部
新入部員

読
者
の
声

募 集 中た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「まだまだ勉強中、失敗しながら学んでいきます」。
ミニトマト４千本を育てる

　「東かがわ市地域おこし協力隊」と
して活動して1年目です。ソフトボー
ル女子日本リーグ1部でプレーした経
験を生かし、スポーツを通じた国際交
流や市のＰＲなどを担当しています。
　最近の楽しみは、半年前に発足し
たばかりのソフトボールチームで、子
どもたちと一緒に走ったり、跳んだり
することです。小学生から高校生のメ
ンバーを募集しています。一緒に楽し
く、屋外で体を動かしませんか。
　毎週土曜日の朝9時から11時30
分まで、大内児童館で練習していま
す。まずは、見学に来てください。

東かがわ市 大西 里帆子 さん（24）
おおにし り ほ こ
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NOSA I
クイズ
NOSA I
クイズ

郵便はがきに、
①クイズの答え②郵便番号③住所
④氏名（ふりがな）⑤年齢⑥電話番号
⑦ＮＯＳＡＩや広報紙への意見、感想、質問
⑧身近な情報
――などをご記入のうえ、ご応募ください。
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と今後の広報紙
作成の参考意見とする以外の目的に利用しません。

田村節子さん（さぬき市）、横山スマ子さん（三木町）、谷本忠義さん、塚田和子さん（高松市）、金丸トヨ子さん（丸亀市）、
田岡一道さん（まんのう町）、堀家治之さん（多度津町）、小西五月さん（観音寺市）、徳永恵三さん（三豊市）
田村節子さん（さぬき市）、横山スマ子さん（三木町）、谷本忠義さん、塚田和子さん（高松市）、金丸トヨ子さん（丸亀市）、
田岡一道さん（まんのう町）、堀家治之さん（多度津町）、小西五月さん（観音寺市）、徳永恵三さん（三豊市）

正解者の中から抽選で８名の方に、有限会社フジカワ果樹園
（観音寺市）の「はれひめ１００％ストレートジュース（７２０ｍｌ）」
２本セットを、お届けします。

当選者
発表

第３５号

〒７６１－８０８３　高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合　NOSAIクイズ係

応募の宛先

２０１９年６月２０日（木） 消印有効
応募締め切り

２０１９年９月発行予定の３９号で発表
当選者発表

《当選者》「はっさく」5kgをお届けしました。

ヒノヒカリ答え

たくさんのご応募
お待ちしています。

NOSAIかがわ37号からの問題です。
　  NOSAIが実施している事業をお答えください。

※ヒントは2ページ

※写真はイメージです。

今月のプレゼント
マ
イ
ペ
ー
ス
な
自
分
に
最
適

事業    と 事業

Q

お
か 

だ
し
ょ
う
せ
い

SANUKI MADONNA

マドンナ

〒７６１－８０８３  高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合  NOSAIクイズ係

表 紙 の 続 き

前
号
を
見
て
の
ご
意
見

キ
リ
ト
リ

◀宛先としてハガキに貼って活用してください。



豆腐の水分を切る。アスパラガス
は下５㌢ほど皮をむいて塩ゆで
し、４本をさいころ状に、4本は４等
分する。むきえびは塩ゆで、シイ
タケは４～６等分に切る。

六車 亜弥さん
む ぐるま あ や

（株）農業工房 かべっこ
料 理 紹 介 者

1

ボールで卵をかき混ぜ、だし汁と
しょうゆを入れてさらに混ぜ合わ
せ、ザルでこす。器に具と卵液を
入れ、アルミホイルでフタをして
蒸す。強火２分、弱火25分くらい。

アスパラガスは、全体にみずみずし
くハリがあり、穂先は固くしまったも
のを選びましょう。ゆで上がるとすぐ
に冷水につけることが色を鮮やかに
するポイントです｡すり流しあんは、
少しつぶつぶを残すと食感が楽しめ
ます。

2

①で水切りした豆腐と４等分した
アスパラガスをフードプロセッ
サーにかけ、だし汁を加えながら
かき混ぜる。

3

③を鍋に移し、しょうゆと塩で味を
調えた後、水溶き片栗粉でとろみ
をつける｡②で蒸しあがった中に
流し入れる。

4

　　　香川県農業共済組合
　　　総務部企画情報課
〒761-8083 高松市三名町東原５番地６
TEL０８７-８８８-２１２１ FAX０８７-８８８-３０３１

http://www.nosai-kagawa.jp

発行日：２０１９年５月１日

ツイッターやってます！
季節の話題や農業共済事業などを発信しています

ので、フォローお願いします！！

＠ｎｏｓ_ｋａｇ

アスパラガスの茶碗蒸し
春の色を味わおう！

● 卵
● アスパラガス
● シイタケ　
● むきえび
● だし汁
● しょうゆ
● 塩

　

２個
４本
４枚
50ｇ

３００ml
小さじ２

ひとつまみ
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すり流しあん
● アスパラガス
● 絹ごし豆腐
● だし汁
● しょうゆ
● 塩
● 片栗粉

4本
100g
200ml
大さじ1

ひとつまみ
大さじ1
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 作り方

材料（4人分）

今回の食材

アスパラガス

おうち
ごはん

創
作キ
ッチン

プロの

発行
編集

ホームページアドレス

新陳代謝を活発にし、疲労を和らげ
るアスパラギン酸が豊富で、穂先に
は血管を丈夫にする働きを持つルチ
ンを含む。

ヒトコト POINT


